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出会いと別れの季節 ですね。新しい事にチャレンジして故郷を出ていく若者。また、

子供が巣立っていく姿を見送る親。．．．とても嬉しい事ではあるのですがやっぱり寂しい。

「がんばれ～～！！」と心の中で叫んでいます。

社会に出て、きっと出来ない事だらけ、出来ない事わからない事に尻込みするのではな

く少しでもわかろうと行動する人であって欲しい。また、大人は小さな努力・やろうとする

姿勢に気づいてあげられるようにならなきゃと思います。

学校のお勉強は出来なくても常にわからない事をわかろうとする事をしていたら大変な

事追い込まれる事も多いけどその先にはわかった時の喜びが必ずあります。少しずつでも

前進します。わかると楽しい！！

「人生！！無駄な事など何一つない」と思っています。

私57歳まだまだ、出来ない事わからない事だらけ少しでもわかるように努力しま～す。

皆様これからもどうぞよろしくお願いいたします。

ゆっくり

裏面もみてね

★会社名：徳永電機（株） （アトム電器東市来店）
★社員 ： 8名
★ご提供できるもの：給水装置工事、水道工事、空調設備、浄化槽工事

オール電化工事、家電修理・販売、住宅リフォーム工事全般
★モットー：お客様のご不満・ご不便を解消し喜んでいただくこと。地域に根ざしたｻｰﾋﾞｽ
★好きな言葉：元気が一番、元気があれば何でもできる(byアントニオ猪木)
★会社の場所：日置市東市来町湯田３２４９（錦龍館様となり）

鹿児島県姶良市加治木町385

「肉の田中屋」

皆さんご存じでしょか？弊社は、現在加治木の方面の現場

で仕事をさせていただいております。

「肉の田中屋さんの国産味付け豚のあご肉美味しい

よ！！」

といろんな方からすすめられました。

購入してみると味がついており焼くだけで弾力強めの触

感で脂身も少なくとても美味しかったのでご紹介いたしま

す

ご存じの方が多いと思いますがぜひ！！加治木にお寄りの

際はお試ししてみて下さい。

ご手焼きも美味しかった！！

とくながでんき通信
いやあ暖かくなってまいりました。もう春ですね～。ポエ～。あ～今日はズル休みびよりなのじゃ～。なんに

もしたくないの～。ゴロゴロ。そう、まだ眠たいのでごじゃる。ふわあ～、春眠暁を覚えずなのじゃ。ここで一曲。

「まったり♪まったり♪まったりな～♪急がず♪あせらず～♪まいろう～か～♪」 良い歌じゃの～。みなさん、

こんにちは。マロは「人に優しく、自分にはもっと優しく」がモットーの徳永剛でごじゃる。

ところでみなさん、最近、イヤな事ってあります？私はあるのだ。例えば「さぶぶぶぶ」って鳥肌が立つぐら

いイヤな事（ギョｯ）。さらには「えっ、またっ？ウソ～ん」ってデジャブ的なトラウマになってしまう位のイヤな事

（ギョギョッ）。そして「もしかして？来る？そう、きっと来る？」ってなんとなく予知できるカオスなイヤな事～

（ギョギョギョッ）。極めつけは汚ったなくて、忘れられなくて、クッサイ、クッサイ、イヤな事～（うっぷ！）。

昨今、何もかも便利になっている。自動化されて、便利なのだ。何度もその便利さを体験してしまうと、人っ

て生き物はその便利さにナレてしまう。最近の自動車のライトも自動でハイビームになったり通常のライトに

なったりと便利だ。それにナレてしまうとちょっと昔の手動のライトの車に乗るとハイビームのまま走り続けてし

まう自分がいるのです。便利さにナレてクセになってしまってるのです。

今どきのトイレの便器も便利なのだ。座って用を足すと、ウォシュレットがおしりを隅々までキレイにしてくれ

る。そして立ち上がると自動で汚物を水で流し、さらに何事も無かった様にフタが自動で静かに閉まってくれ

るのです。非常に便利なのだ。そしてすぐに人って生き物はその便利さにナレまくってしまうのです。

私は福岡などに出張すると、駅、会議室のトイレを利用する。すると大便器の方は満員御礼なのだ。並ん

で待つのです。当然だが男の人が大のトイレから出てくる。そして順番で次は私の番なのである。「コイツの

オシリの後の便座はちょっとヤダな」と思いつつも、さほどユウヨの無い私はそそくさと大のトイレに入るのだ。

そしてココ～、ココなのだ。きゃあああああ～。そう、コヤツは自分のブツ（う〇こ）をナレで流してないのだ。

ギョギョギョギョギョギョｯ～。大の大人の男のブツ。絶対に見てはいけないのだ。「さぶぶぶぶ」って鳥肌が

立ち（きゃあああああ～）、汚くて、見たら忘れられない（あわわわわ）、クッサイ、クッサイやアヤツのブツ

（ウップ！）。一瞬、用を足さずに外に出ようかとも思うが、次の人は私のブツと思ってしまうだろう。よってその

時は流して事なきを得たのである。

私は数回この現象に出くわしてるのだ。デジャブだ。一度は流したらブツが浮き上がって来たことも（うっう

そ～ん！）。トラウマになってしまう。だから毎回、公衆の大のトイレに入るのがちょっと恐怖なのだ。そしてフ

タが閉まってる便器はさらに恐怖なのだ。なんとなく予感がする。そして頭の中に音楽が流れるのです。「来

～る♪きっと来る♪、きっと来る♪」そしてフタをそっと開けると「うううっききききやややややああああ～！」

予感的中なのだ。ボヤキが止まらない。「またかよ～流せよ～クソっ これぞまさに くそったれっ！ってか」

次にちょっとイヤな事を紹介しよう。それは話のオチが出来なかった時だ。ちょっとしたオチでいいのです。

例えばちびまる子ちゃんの話の最後のオチ。ちょうどいい。「ほんとうは わしも知らぬと なぜ言えぬ」 ｂｙ友

蔵 心の俳句。的な。そこで前回のレディガガのＤＭ。そう最後の一行がうまく印刷されてなかったのだ。お

客様からオチの指摘があったのだ。よって紹介しよう。「・・・黒のボンテージファッションのガガ小娘。小股が

切れがってる。そう寒くないのだ。さらには家からガガなのだ。」 から～の次の一行が消えたのだ。

「梅田～梅田～」 ガガ小娘達は「じゃあね」って普通に挨拶をし普通に家路につくのであった。では、また。

である。どうだ。ん・・！ここで一句。「オチだけを 切抜き見れば なんだかな～」（ｂｙ剛 心の俳句）では。


